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判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
八
二
〇
）

荊
法
　
二
〕

駐
物
牙
保
罪
の
成
立
要
件
と
窃
盗
帯
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
騨
聾
嚢
難
鵠
欝
箋
號
き
下
）

　
【
判
示
事
項
】
物
品
窃
取
を
決
意
し
た
者
の
依
頼
に
鷹
じ
、
窃
取
前
に
該
物

品
の
費
却
周
旋
を
し
た
者
の
罪
責

　
【
滲
照
條
交
】
　
刑
法
二
五
六
條
二
項
、
二
三
五
條
、
六
二
條
一
項

　
【
享
實
】
原
判
決
に
よ
れ
ば
「
被
告
人
Y
は
昭
和
三
〇
年
五
月
一
二
、
三
日

頃
、
被
告
人
肩
書
自
宅
に
お
い
て
、
X
の
依
頼
に
よ
り
、
A
に
杉
材
の
買
手
を

見
つ
け
て
貰
い
た
い
旨
依
頼
し
、
A
、
B
等
が
そ
の
翌
日
C
に
X
の
杉
材
の
話

を
し
て
、
C
が
そ
れ
を
買
う
こ
と
に
な
り
、
同
月
一
五
、
一
六
の
爾
日
に
わ
た

り
、
C
、
X
の
爾
名
が
現
場
へ
杉
材
の
搬
出
に
行
つ
た
が
、
一
六
日
に
杉
材
約

一
三
石
二
斗
を
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
國
鐵
f
線
y
騨
に
お
い
て
、
被
告
人

立
會
の
も
と
に
検
牧
、
引
渡
を
終
え
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
到
決
は
、
被

告
人
Y
の
右
杉
材
費
却
周
旋
は
、
本
犯
X
の
窃
取
行
爲
（
現
場
か
ら
杉
材
を
搬

出
し
た
行
爲
）
よ
り
前
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
Y
の
該
行
爲
は
、
駐
物
牙
保
罪

に
該
當
す
べ
き
行
爲
と
云
う
こ
と
が
で
き
ず
、
叉
、
本
犯
X
の
窃
取
後
の
y
騨

に
お
け
る
被
告
人
の
行
つ
た
「
物
品
の
瞼
牧
、
引
渡
の
立
會
」
の
み
で
は
駐
物

牙
保
罪
を
構
成
す
べ
き
「
周
旋
仲
介
行
爲
」
に
は
當
ら
な
い
と
し
て
無
罪
の
言

渡
を
し
た
。

　
こ
れ
に
封
し
高
裁
の
事
實
認
定
に
よ
れ
ば
「
被
告
人
は
昭
和
三
〇
年
五
丹
一

三
日
頃
長
野
縣
の
自
宅
に
お
い
て
、
X
よ
り
、
同
人
が
新
潟
縣
t
町
大
字
a
地



内
よ
り
搬
出
す
る
杉
材
約
二
〇
石
の
費
却
周
旋
を
依
頼
さ
れ
、
右
杉
材
が
他
人

の
所
有
で
あ
り
、
右
X
が
こ
れ
を
窃
取
し
て
搬
出
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
情

を
知
り
な
が
ら
、
右
費
却
の
周
旋
を
承
諾
し
、
そ
の
頃
A
、
B
を
介
し
、
長
野

縣
の
A
方
に
お
い
て
薪
淡
商
C
に
交
渉
し
て
右
杉
材
を
一
石
千
五
百
圓
の
代
金

で
費
渡
す
契
約
を
結
び
、
同
月
一
六
日
頃
右
X
が
前
記
新
潟
縣
t
町
大
字
a
地

内
に
お
い
て
D
所
有
の
右
杉
材
約
一
四
石
相
當
を
窃
取
す
る
行
爲
を
容
易
な
ら

し
め
て
、
こ
れ
を
蓄
助
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
【
判
旨
】
　
破
棄
自
到
（
懲
役
六
月
、
執
行
猶
豫
三
年
）

　
「
按
ず
る
に
、
貯
物
牙
保
罪
た
る
や
、
畦
物
た
る
の
情
を
知
り
な
が
ら
、
睡

物
の
費
却
周
旋
を
な
す
に
因
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
本
質
と
し

て
必
ら
ず
駐
物
自
騰
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
」
從
つ
て
本
犯
の
窃
取
行
爲
の

前
に
行
わ
れ
た
貯
物
た
る
に
至
る
べ
き
可
能
性
の
あ
る
物
で
あ
り
、
且
つ
、
そ

の
情
を
知
つ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
の
費
却
周
旋
は
駐
物
牙
保
罪
を
成
立
せ

し
め
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
原
審
が
本
件
に
つ
き
鮭
物
牙
保
罪
の
成
立
を

否
定
し
た
こ
と
は
正
當
で
あ
る
。
然
し
「
筍
く
も
被
告
人
に
お
い
て
X
が
前
記

杉
材
を
窃
取
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
情
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
杉
材
の
費
却
周

旋
を
爲
す
行
爲
の
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
畢
寛
右
X
の
窃
取
行
爲
を
容
易
な
ら
し

め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
窃
盗
の
蓄
助
に
外
な
ら
な
い
こ
と
は
た
や
す
く
認
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
而
も
該
行
爲
た
る
や
本
件
の
起
訴
に
か
か
る
公
訴
事
實

た
る
訴
因
に
内
包
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
と
し
て
は
す
べ
か
ら

く
該
事
實
を
認
定
し
て
有
罪
の
言
渡
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
筋
合
で
あ

る
。
」
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
原
審
が
無
罪
の
言
渡
を
し
た
の
は
法
令
の
解
羅

を
誤
り
延
い
て
事
實
誤
認
の
違
法
が
あ
り
、
そ
の
違
法
は
到
決
に
影
響
を
及
ほ

す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
結
局
本
件
控
訴
は
そ
の
理
由
あ
る
に
蹄
し
、

原
判
決
は
破
棄
を
冤
れ
な
い
。

　
【
評
繹
】
　
本
鋼
例
は
、
す
で
に
到
例
時
報
の
紹
介
に
も
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
九
年
一
〇
月
二
〇
日
の
大
審
院
剣
決
（
こ
の
判
決
に
っ
い
て
は

瀧
川
幸
辰
、
草
野
豹
一
郎
爾
博
士
が
判
例
批
評
を
試
み
て
お
ら
れ
る
。
瀧
川
・
「
霜
盗
罪
の
共
犯
と
姓
物
に
關
す
る
罪
」
刑
事
法
判
決
批
評
第
一
巻
三
五
一
頁
以
下
、

草
野
．
「
盗
品
費
却
豫
約
の
周
旋
と
矯
盗
罪
の
從
犯
」
刑
事
剣
例
研
究
二
巻
、
一
二
〇
頁
以
下
）
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
否
む
し
ろ
、
大
審
院
到
決
は
、

瀧
川
幸
辰
博
士
が
批
到
さ
れ
た
よ
う
に
、
事
實
は
窃
盗
教
唆
を
認
定
し
て
も
い
い
よ
う
な
場
合
で
あ
つ
た
（
鵡
荊
ひ
賄
揚
書
、
）
の
に
封
し
て
、
本
件

は
文
字
通
り
從
犯
と
し
て
の
性
格
の
明
ら
か
な
も
の
で
、
到
例
は
、
勿
論
從
來
の
、
本
犯
の
共
犯
者
も
駐
物
罪
の
主
禮
た
り
う
る
、
と
い
う
立
場

に
立
つ
て
い
る
が
、
ド
イ
ッ
で
も
駐
物
罪
の
行
爲
主
鰹
に
關
し
て
は
職
後
、
蓮
邦
裁
到
所
に
な
つ
て
か
ら
、
か
な
り
動
揺
を
示
し
た
問
題
で
も
あ

る
の
で
、
彼
我
封
照
し
て
も
興
味
の
あ
る
到
例
と
云
え
よ
う
（
荷
、
ド
イ
ッ
で
は
、
判
例
は
、
從
來
駐
物
罪
の
行
爲
者
と
し
て
、
本
犯
の
正
犯
者
と
共
同
正
犯

者
が
除
外
さ
れ
る
ー
ラ
イ
ヒ
裁
剣
所
刑
集
七
三
巻
三
二
四
頁
－
他
、
本
犯
の
教
唆
者
及
び
帯
助
者
の
爾
者
に
つ
い
て
は
、
本
犯
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
剣
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
八
一
二
）



　
　
　
判
　
例
　
砺
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
（
八
二
二
）

一
般
に
賠
物
犯
人
た
り
う
る
こ
と
を
肯
定
し
ー
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
刑
集
五
一
巻
九
七
ー
一
〇
〇
頁
、
七
二
巻
三
二
八
頁
ー
、
通
読
も
亦
同
様
で
あ
つ
た
が
、
職
後
、

連
邦
裁
判
所
は
刑
集
二
巻
三
一
五
頁
－
一
九
五
二
年
五
月
六
日
刑
事
第
二
部
判
決
ー
に
お
い
て
、
最
初
か
ら
分
け
前
に
與
る
こ
と
を
狙
つ
て
い
た
重
い
窃
盗
の
教

唆
犯
は
重
い
窃
盗
の
教
唆
犯
と
し
て
の
み
虚
罰
さ
れ
る
べ
ぎ
で
、
重
ね
て
駐
物
犯
と
し
て
鹿
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
以
來
、
同
趣
旨
の
判
例
が
二
、
三
く
り
返

え
さ
れ
、
學
説
も
こ
れ
に
件
つ
て
動
揺
し
、
本
犯
の
教
唆
と
蓄
助
と
を
匠
別
し
て
前
者
を
問
題
と
し
、
教
唆
犯
に
つ
い
て
は
消
極
に
解
し
よ
う
と
す
る
立
揚
も
あ
ら
わ

れ
た
り
し
た
1
例
え
ば
旨
即
q
u
霧
ダ
U
①
百
駐
o
げ
窃
ω
霞
②
陸
0
9
計
国
①
の
o
目
山
魯
円
①
辞
　
お
認
矯
ψ
図
譲
脚
ω
o
ゲ
α
ロ
犀
o
ー
ω
o
げ
＆
自
Φ
」
　
国
o
目
目
①
b
冨
ン
o
o
．

毎
口
旨
。
一
〇
㎝
5
ψ
O
旨
ー
が
、
後
に
一
九
五
四
年
二
一
月
二
〇
日
の
連
邦
裁
判
所
刑
事
連
合
部
決
定
－
刑
集
七
巻
一
三
四
頁
i
に
よ
つ
て
判
例
は
再
び
完
全
に

ラ
イ
ヒ
裁
剣
所
の
剣
例
の
立
場
に
逆
戻
り
し
、
同
時
に
敏
科
書
、
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
も
こ
の
鮎
に
關
し
書
ぎ
改
め
ら
れ
て
い
る
）
。

　
さ
て
本
剣
決
の
當
否
を
間
う
た
め
に
は
、
本
件
に
關
蓮
し
て
と
く
に
雫
い
の
多
い
問
題
黙
、
帥
ち
、
L
鮭
物
牙
保
罪
の
成
立
要
件
、
2
駐
物
罪

の
行
爲
主
饅
、
a
本
犯
へ
の
關
與
と
腔
物
罪
と
の
關
係
、
等
に
つ
ぎ
、
ま
ず
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
（
荷
、
こ
の
他
に
駐
物
罪
の
客
艦
と
し
て
の

賠
物
の
概
念
に
つ
き
、
ド
イ
ッ
刑
法
二
五
九
條
の
よ
う
な
概
念
規
定
を
も
た
な
い
わ
が
國
に
お
い
て
と
く
に
箏
わ
れ
て
い
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
直
接
問
題

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
通
説
的
定
義
「
賠
物
と
は
財
産
罪
た
る
犯
罪
行
爲
に
よ
つ
て
領
得
さ
れ
た
財
物
で
、
被
害
者
が
法
律
上
そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
を
い
う
」
1
團
藤
重
光
・
「
刑
法
（
改
訂
版
）
」
三
六
七
頁
等
ー
を
一
感
前
提
と
し
、
紙
数
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
と
く
に
ふ
れ
な
い
事
に
し
た
）
。

　
L
　
駐
物
牙
保
罪
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
日
常
殆
ん
ど
接
す
る
こ
と
の
な
い
「
牙
保
」
の
意
味
か
ら
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
試
み
に
手
詐
の
大
槻
博
士
の
大
言
海
を
旙
く
と
「
牙
保
」
と
は
「
e
ス
ア
ヒ
、
ナ
カ
ガ
ヒ
。
⇔
駐
物
ノ
引
渡
ヲ
取
持
ツ
者
」
と

あ
り
、
小
柳
博
士
の
新
修
漢
和
大
群
典
に
よ
れ
ば
「
牙
」
と
は
「
サ
イ
ト
リ
。
仲
買
人
、
費
買
爾
者
間
に
立
ち
仲
介
す
る
者
」
、
「
牙
保
」
の
「
保

は
商
家
の
人
」
と
あ
る
。
即
ち
「
牙
保
」
と
は
本
來
は
「
さ
い
と
り
」
、
從
つ
て
費
買
等
の
仲
介
を
し
て
手
藪
料
を
と
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
わ

が
刑
法
の
牙
保
罪
に
お
け
る
牙
保
と
は
、
右
よ
り
は
や
や
廣
く
、
費
買
、
質
入
れ
等
の
法
律
的
塵
分
行
爲
を
媒
介
、
周
旋
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
ハ

そ
の
媒
介
、
周
旋
に
よ
つ
て
利
盆
を
得
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
牙
保
は
蓮
搬
、
寄
藏
同
様
、
有
償
無
償
を
問
わ
な
い
、
と
解



さ
れ
て
い
る
（
趨
纏
累
濯
欝
卸
禦
躍
確
臨
伍
懸
郵
螺
肇
．

　
さ
て
、
刑
法
二
五
六
條
に
規
定
さ
れ
た
駐
物
罪
の
行
爲
の
態
様
は
、
牧
受
、
蓮
搬
、
寄
藏
、
故
買
、
牙
保
の
五
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
前
三
者

は
、
行
爲
の
性
質
上
、
行
爲
者
が
客
艦
を
現
實
に
占
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
當
然
に
豫
定
さ
れ
て
い
る
と
云
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
故
買

（
有
償
で
牧
受
す
る
こ
と
）
と
牙
保
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
成
立
だ
け
で
充
分
な
の
か
、
そ
れ
と
も
現
實
に
駐
品
の
授
受
ま
で
必
要
な
の
か
、
或
い

は
軍
に
契
約
の
た
め
の
交
渉
（
活
動
）
が
な
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
充
分
で
、
客
艦
（
賠
物
）
の
授
受
の
有
無
は
も
と
よ
り
契
約
の
成
否
さ
え
問
わ
な
い

の
か
と
い
う
三
通
り
の
解
繹
が
可
能
と
な
る
が
、
故
買
に
つ
い
て
は
到
例
・
通
論
と
も
契
約
が
成
立
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
現
實
に

膓
の
霧
の
あ
つ
を
と
が
必
薯
あ
る
も
て
い
る
（
麟
蓼
、
京
纂
二
五
、
）
．
と
こ
ろ
が
牙
保
置
つ
い
て
は
、
猜
法
時
岱
「
霧

牙
保
ノ
罪
ハ
其
費
主
買
主
讐
方
ノ
間
二
介
立
シ
テ
費
買
ヲ
途
ケ
シ
ム
ル
ニ
因
テ
成
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
牙
保
罪
ノ
成
立
二
付
テ
ハ
果
シ
テ
其
費
買

蓬
ヶ
タ
ル
コ
ー
ヲ
票
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
鞍
湖
蓋
免
恥
、
騙
）
し
菊
禦
見
ら
れ
る
が
、
最
近
の
劃
獲
弩
、
霧
審

買
を
仲
介
周
旋
し
た
妻
墓
殺
、
周
旋
に
か
か
る
書
叢
立
左
く
竜
、
牙
保
罪
の
成
立
を
さ
ま
た
げ
な
い
と
し
て
い
る
（
場
一
詔
、
擢
、
』

刑
淫
誰
お
難
製
望
六
）
．
學
読
は
豪
し
て
い
な
い
（
こ
の
謂
萌
示
し
て
反
封
し
て
い
る
の
暮
呈
孝
・
霧
畏
つ
い
て
」
醤
時

報
四
巻
四
號
七
三
頁
以
下
。
論
旨
か
ら
見
て
當
然
反
封
と
解
さ
れ
る
の
は
團
藤
・
前
揚
書
三
六
八
ー
三
六
九
頁
、
植
松
正
・
「
刑
法
學
各
論
」
二
九
一
頁
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
右
剣
例
を
明
示
し
て
の
推
論
で
は
な
い
。
こ
の
剣
例
を
積
極
的
に
支
持
し
、
叉
は
多
少
疑
問
を
残
し
乍
ら
賛
成
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
李
野
龍
一
・
「
賠

物
罪
の
一
考
察
」
小
野
博
士
還
暦
祀
賀
論
文
集
e
刑
法
編
三
六
一
頁
、
井
上
正
治
・
「
刑
法
各
論
」
一
六
四
頁
、
青
柳
丈
雄
・
「
刑
法
各
論
」
九
〇
頁
、
高
田
義
丈
「
賠

物
罪
」
刑
事
法
講
座
第
四
巻
九
〇
〇
i
九
〇
一
頁
か
あ
る
）
。
更
に
犯
人
が
駐
物
を
占
有
し
た
事
を
要
す
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
到
例
は
駐
物
罪
一
般
に

つ
い
て
「
貼
物
二
關
ス
ル
罪
ハ
他
人
ノ
不
法
二
領
得
シ
タ
ル
物
ヲ
運
搬
寄
藏
牙
保
故
買
叉
ハ
牧
受
ス
ル
ニ
因
リ
成
立
ス
…
…
何
レ
ノ
場
合
二
於
テ

モ
駐
物
ノ
占
有
ヲ
不
法
二
取
得
シ
以
テ
所
有
者
ノ
物
二
封
ス
ル
追
求
権
ノ
實
行
ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
本
質
ト
ス
」
（
大
判
、
大
二
．
七
．
二
一
）

と
し
た
外
、
故
買
罪
に
つ
い
て
も
授
受
を
必
要
と
し
た
事
は
前
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
駐
物
牙
保
罪
自
身
に
つ
い
て
、
具
髄
的
に
駐

　
　
　
　
到
　
例
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
八
二
三
）



　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
八
二
四
）

物
の
占
有
を
要
す
る
も
の
と
明
示
し
た
到
例
は
、
少
く
と
も
筆
者
の
調
べ
た
範
園
で
は
見
當
ら
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
高
裁
の
到
決
の
中
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
じ
　
　
　
セ
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
セ
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

「
駐
物
牙
保
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
犯
入
が
駐
物
た
る
の
情
を
知
り
な
が
ら
他
入
の
た
め
に
こ
れ
が
費
却
の
仲
介
斡
旋
の
螢
を
盤
し
た
と
い

も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
し
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も

う
事
實
が
あ
れ
ば
足
り
、
右
仲
介
斡
旋
を
す
る
た
め
犯
人
が
自
ら
そ
の
駐
物
の
交
付
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
、
同
罪
の
成
否
に
影
響
が
な
い
」

・
籍
薯
）
と
し
奄
の
奮
る
（
酩
薙
額
蟹
蹴
建
影
、
）
．
こ
の
髄
關
し
、
ド
イ
ッ
裂
の
霧
罪
髪
た
る
二
五
九
條
の
中
で
牙
保

と
殆
ん
ど
同
じ
行
爲
態
様
と
考
え
ら
れ
る
，
．
国
冒
旨
詳
＆
鱒
魯
目
日
ト
び
鶏
言
．
．
（
こ
こ
に
、
．
跨
房
暮
N
、
、
と
は
「
可
罰
的
行
爲
に
よ
つ
て
得
た
物
の
経

濟
的
利
用
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
ー
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
刑
集
七
二
巻
八
八
頁
、
同
旨
ω
魯
α
β
犀
o
－
ω
o
日
竃
Φ
ど
国
0
9
目
Φ
ロ
蜜
び
O
．
卜
‘
皆
。
お
紹
堕
ω
●
O
㎝
O
h

ー
シ
ェ
ー
ン
ケ
”
シ
ュ
レ
：
ダ
ー
に
よ
れ
ば
そ
の
例
と
し
て
「
賓
買
、
交
換
、
質
入
れ
、
事
情
に
よ
つ
て
は
競
責
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
從
つ
て
費
却
毎
ご
器
欝

と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
あ
る
が
、
わ
が
國
の
牙
保
と
等
し
く
法
律
上
の
虚
分
行
爲
を
指
す
ら
し
い
）
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ッ
で
も
或
い
は
　
「
費
却
（
虎
分
）
が

實
際
に
行
わ
れ
る
と
い
≧
と
は
必
要
で
讐
い
」
（
誰
蝿
噌
騒
。
．
．
）
と
し
、
或
い
は
雇
砦
言
と
「
肇
の
場
倉
笈
箆
犯
人

自
身
駐
物
を
保
管
し
た
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
（
㎎
即
㏄
露
㍗
、
鱒
即
〉
と
さ
れ
て
い
る
黙
で
わ
が
國
の
通
読
、
到
例
と
正
に
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
鮭
物
罪
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
密
接
な
關
蓮
が
あ
る
。
駐
物
罪
の
本
質
に
關
し
て
は
事
後
從

犯
更
購
階
潔
凄
、
遍
讃
測
肇
輩
禦
奮
熟
期
餐
嚢
難
曙
論
謂
、
か
．
3
．
和
。．

難
離
誰
礪
製
）
も
な
い
で
は
な
い
が
、

い
わ
ゆ
る
”
維
持
読
4
（
卜
昌
器
魯
言
昌
』
一
冒
霧
畠
Φ
鼠
①
）
が
ド
イ
ッ
及
び
わ
が
國
に
お
け
る
通
読
で
あ
る
。
と
く
に
、
わ
が
國
に
お
い
て
は
「
所

有
者
の
物
に
摯
垂
議
の
實
行
を
困
難
ら
し
め
る
」
こ
と
遜
物
罪
の
本
質
だ
と
蟹
れ
て
い
る
（
獄
摯
攣
㌻
髄
、
一
、
）
が
、

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
刑
の
黙
か
ら
見
て
、
法
盆
侵
害
に
つ
い
て
い
わ
ば
間
接
的
な
駐
物
罪
が
、
何
故
、
よ
り
直
接
的
な
本
犯
の
刑
よ
り
加
重

さ
れ
る
の
か
理
解
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
今
か
り
に
右
の
黙
を
不
問
に
附
し
た
と
し
て
も
、
駐
物
罪
の
本
質
を
通
読
、
到
例
の
よ
う
に
「
所
有

者
の
物
に
封
す
る
追
求
権
の
實
行
を
困
難
な
ら
し
め
る
」
こ
と
と
解
す
る
限
り
、
故
買
罪
に
關
す
る
剣
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
費
買
の
約
束
だ

け
で
は
不
充
分
で
、
駐
物
の
授
受
を
も
必
要
と
す
る
の
が
當
然
で
、
從
つ
て
牙
保
罪
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
現
實
に
費
買
契
約
が
成
立
し
て
目



的
物
（
賠
管
の
授
受
が
爲
さ
れ
た
事
を
必
要
と
し
、
費
買
契
約
は
不
成
立
に
絡
つ
て
も
尚
鮭
物
牙
保
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
少
く
と
も
犯

人
自
身
が
現
實
に
駐
物
の
交
付
を
受
け
た
上
で
蹉
物
庭
分
の
仲
介
、
周
旋
の
行
爲
を
爲
し
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
の
意
味
で
は
藤
到
例
の
方
が
理
論
的
に
一
貫
し
た
も
の
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。
た
だ
、
近
時
、
學
論
、
到
例
の
中
に
は
駐
物
罪
に
つ
い

て
、
軍
に
所
有
者
の
物
の
桑
、
同
復
と
い
至
あ
捜
、
そ
の
事
後
從
犯
的
性
格
に
も
菅
し
（
評
難
蝶
罐
丈
、
）
、
そ
の
韓
的
、
職

講
憲
質
さ
（
と
く
に
そ
れ
か
盗
犯
等
の
助
長
嚢
の
農
の
あ
る
事
に
着
目
し
て
）
宅
つ
て
特
懲
け
考
与
る
勢
（
翻
蟻
耕
鐵
ヂ
畿

釜
隻
蔀
刑
）
奮
る
が
、
こ
の
考
金
毯
お
い
て
、
賠
物
フ
・
－
カ
ゐ
果
す
役
割
の
意
華
薫
す
る
と
、
含
の
最
嚢
の
態

度
も
必
ら
ず
し
も
不
當
と
は
云
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
要
は
駐
物
罪
の
本
質
の
理
解
如
何
に
か
か
つ
て
い
る
。

　
2
　
駐
物
罪
の
行
爲
主
髄
に
つ
い
て
は
、
本
犯
の
正
犯
者
は
、
そ
れ
が
軍
獅
犯
で
あ
つ
て
も
、
共
同
正
犯
者
で
あ
つ
て
も
、
と
も
に
本
犯
行
爲

に
よ
つ
て
得
た
物
（
駐
物
）
の
虞
分
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
不
可
罰
的
事
後
行
爲
と
さ
れ
、
從
つ
て
、
駐
物
罪
の
主
髄
た
り
得
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
學
読
到
例
共
に
概
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
狭
義
の
共
犯
者
（
教
唆
犯
及
び
幕
助
犯
）
に
つ
い
て
は
孚
い
が
あ
る
（
ド
ィ
ッ
の
職
後
の
判
例
の
動
揺

も
、
そ
れ
に
件
う
學
説
の
憂
動
も
こ
の
鮎
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
）
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
①
駐
物
罪
の
凋
立
性
を
彊

調
し
て
本
犯
へ
の
關
與
者
と
錐
も
す
べ
て
（
正
犯
者
ま
で
も
）
本
犯
と
は
別
個
に
駐
物
罪
の
成
立
を
認
め
る
。
②
①
と
は
全
く
反
封
に
、
本
犯
の
正

犯
者
に
つ
い
て
不
可
罰
的
事
後
行
爲
と
さ
れ
る
限
り
共
犯
者
の
そ
れ
も
、
同
様
不
可
罰
的
な
事
後
行
爲
と
し
て
、
本
犯
と
は
別
個
の
駐
物
罪
の
成

立
を
認
む
べ
き
で
は
な
い
（
ド
イ
ッ
に
お
け
る
奮
説
、
例
え
ば
国
α
匡
臼
・
O
霞
ざ
耳
器
器
一
国
山
・
伊
ψ
昌
自
二
国
胃
・
O
①
8
訂
q
巳
oo
9
巨
自
・
切
山
・
一
・

oo

・
oo
器
h
　
も
同
様
、
本
犯
は
賠
物
犯
人
に
と
つ
て
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
無
關
係
な
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
ヘ
ル
ム
ー

ト
・
マ
イ
ヤ
ー
が
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
日
の
連
邦
裁
判
所
の
判
決
に
封
す
る
評
繹
の
中
で
こ
の
説
の
正
當
さ
を
認
め
て
い
る
：
＝
・
ピ
騨
く
Φ
♪
㍉
霞
尻
富
β
国
Φ
一
“

G
凝
”
一
綜
㌍
2
撃
㌢
ω
・
o
。
9
臣
目
β
●
又
、
わ
が
國
で
は
草
野
博
士
が
濁
自
の
共
犯
共
同
一
騰
論
の
立
場
か
ら
「
各
共
犯
者
は
共
同
正
犯
た
る
と
教
唆
犯
た
る
と
從

犯
た
る
と
を
問
は
ず
、
互
に
共
同
一
髄
の
關
係
に
在
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
共
犯
者
の
犯
罪
は
結
局
自
己
の
犯
罪
で
あ
る
と
の
見
地
に
お
い
て
「
精
盗
を
教
唆
し

　
　
　
　
剣
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
八
二
五
）



　
　
　
判
例
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
八
二
六
）

て
、
賊
物
を
買
受
け
た
る
者
に
は
、
矯
盗
教
唆
一
罪
の
成
立
を
認
む
れ
ば
足
り
、
且
そ
れ
で
＋
分
で
あ
る
」
i
草
野
・
前
掲
書
、
「
爆
焚
物
取
締
罰
則
第
八
條
に
依

る
告
知
義
務
の
範
園
」
二
四
九
－
二
五
一
責
i
と
さ
れ
て
い
る
）
。
③
本
犯
の
正
犯
者
と
共
犯
者
と
を
匠
別
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
駐
物
罪
の
主
髄
を

否
定
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
肯
定
す
る
（
こ
の
中
に
は
、
更
に
後
者
を
教
唆
と
箒
助
と
に
分
け
て
、
蓄
助
に
つ
い
て
の
み
肯
定
し
よ
う
と
す
る
立
場

も
あ
り
う
る
）
の
三
様
の
態
度
が
可
能
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
及
び
わ
が
國
の
通
読
、
到
例
は
右
の
⑧
の
立
場
に
擦
つ
て
い
る
（
ド
イ
ッ
の
文
献
に
つ
い

て
は
ω
9
号
ざ
あ
o
胃
竃
賃
国
0
9
目
Φ
昌
貴
。
・
舞
民
一
・
ω
・
。
鰹
に
詳
し
い
）
。
わ
が
國
の
剣
例
は
窃
盗
教
唆
と
故
買
及
び
窃
盗
教
唆
と
寄
藏
に
つ
き
、

こ
れ
ら
は
法
律
上
其
の
罪
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
が
前
者
に
吸
牧
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
駐
物
罪
の
猫
立
性
を
彊
調

し
て
い
る
（
讃
緊
嫉
謂
塑
鉾
素
獺
鑑
墜
一
蟹
華
礪
翻
曳
弛
翻
攣
繭
逃
橋
刑
塑
一
諦
語
聖
編
灘

難
♂
齢
諾
朝
）
．
こ
の
立
場
譲
、
霧
罪
に
と
つ
て
、
本
犯
は
他
人
の
行
爲
で
あ
る
こ
と
、
肇
、
財
物
が
駐
物
罪
の
犯
人
と
は
別
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
セ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に
よ
つ
て
取
得
さ
れ
た
こ
と
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
教
唆
犯
は
犯
罪
を
「
實
行
セ
シ
メ
タ
ル
」
者
で
あ
つ
て
、
「
實
行
シ
タ

ヤ

ル
」
者
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
正
犯
は
駐
物
罪
の
主
髄
た
り
得
な
い
が
、
教
唆
犯
は
駐
物
罪
の
主
髄
た
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
通

読
、
到
例
の
よ
う
に
駐
物
罪
の
本
質
を
「
所
有
者
の
物
の
追
求
権
の
實
行
を
困
難
な
ら
し
め
る
」
こ
と
と
解
す
る
限
り
、
本
犯
の
正
犯
者
に
よ
る

駐
物
の
運
搬
、
質
入
れ
等
の
行
爲
と
、
教
唆
者
叉
は
耕
助
者
に
よ
る
右
の
行
爲
と
の
間
に
輕
重
は
あ
る
べ
き
筈
が
な
く
、
同
様
に
評
憤
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
ド
イ
ッ
蓮
邦
裁
到
所
一
九
五
二
年
五
月
六
日
の
到
決
は
、
駐
物
罪
は
獅
立
罪
だ
、
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
、
本

犯
の
教
唆
者
叉
は
耕
助
者
が
本
犯
の
盗
ん
だ
物
を
受
領
し
た
時
は
窃
盗
教
唆
又
は
窃
盗
蓄
助
罪
の
他
に
當
然
の
こ
と
と
し
て
駐
物
罪
の
成
立
を
認

め
て
い
た
從
來
の
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
の
到
例
（
例
え
ば
ラ
ィ
ヒ
裁
判
所
判
例
集
七
三
巻
…
三
頁
）
に
反
封
し
て
「
－
…
・
し
か
し
横
領
や
器
物
損
壊
も
亦
濁

立
行
爲
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
駐
物
を
換
債
し
、
叉
は
損
壌
し
た
窃
盗
犯
人
は
横
領
罪
や
器
物
損
壌
罪
に
よ
つ
て
虚
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

だ
か
ら
、
こ
の
根
撞
づ
け
は
肯
定
で
き
な
い
。
」
…
…
窃
盗
犯
人
が
奪
取
し
た
物
を
換
債
し
た
時
、
彼
は
そ
れ
で
彼
の
意
圖
を
實
行
し
た
の
で
あ
る
。

從
つ
て
、
そ
れ
が
新
し
い
法
盆
を
侵
害
し
な
い
限
り
不
可
罰
的
な
事
後
行
爲
で
あ
る
事
は
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
の
剣
例
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ



る
。
そ
し
て
そ
の
事
は
教
唆
者
が
本
犯
行
爲
者
を
窃
盗
へ
と
決
意
さ
せ
る
際
に
、
盗
ん
だ
物
の
分
け
前
に
與
ろ
う
と
い
う
意
圖
を
も
つ
て
い
た
場

倉
同
墜
、
薯
に
つ
い
て
異
つ
身
暫
葦
紮
い
の
だ
と
し
て
い
ゑ
鞭
。
．
露
駿
解
露
騒
羅
魏
羅
羅
羅
㏄
非
茜
）
．
つ

ま
り
、
正
犯
者
に
と
つ
て
不
可
罰
的
事
後
行
爲
と
さ
れ
る
も
の
が
、
教
唆
者
に
と
つ
て
可
罰
的
と
さ
れ
る
事
は
二
重
塵
罰
と
な
る
（
躍
聴
沸
貯
醇
噸
。
鮮

翻
酔
鷺
輪
㎝
鱒
漣
．
聾
か
ら
不
糞
と
㌢
の
墓
る
（
た
だ
、
ド
ィ
ツ
の
こ
の
瑠
に
つ
い
て
と
－
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の

場
合
窃
盗
教
唆
の
み
の
成
立
を
認
め
た
と
は
云
つ
て
も
、
軍
純
窃
盗
ー
輕
懲
役
ー
一
日
以
上
五
年
以
下
1
で
貼
物
罪
と
刑
は
同
じ
l
l
で
は
な
く
し
て
重
い
窃

盗
の
教
唆
ー
ド
イ
ッ
刑
法
二
四
三
條
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
重
懲
役
i
と
し
て
塵
断
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
本
犯
行
爲
が
軍
純
窃
盗
で
あ
つ

た
と
し
て
も
、
同
一
の
判
決
が
下
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
多
分
に
疑
問
で
あ
り
、
從
つ
て
こ
の
剣
決
を
手
が
か
り
に
し
て
直
ち
に
共
犯
者
の
二
重
塵
罰
云
々
と
い
う
こ

と
も
や
や
性
急
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
後
に
説
く
様
に
、
本
犯
の
共
犯
者
か
最
初
か
ら
分
け
前
に
與
る
氣
持
で
本
犯
を
教
唆
又
は
謂
助
し
た

時
に
は
本
犯
の
共
犯
と
賠
物
罪
と
は
想
像
競
合
で
あ
る
と
す
る
の
が
ド
イ
ッ
の
剣
例
の
態
度
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
結
論
的
に
は
や
は
り
重
い
窃
盗
の
教
唆
罪
に
よ

っ
て
虎
罰
さ
れ
る
鮎
で
は
剣
例
と
同
一
の
結
論
と
な
つ
た
は
ず
で
あ
る
）
。

　
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
本
犯
關
與
者
の
す
べ
て
に
つ
い
て
駐
物
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
と
、
最
初
か
ら
駐
物
故
買
又
は
牙
保
等
の
意
圖
で
盗
犯

等
を
教
唆
又
は
蓄
助
し
た
者
（
即
ち
情
歌
の
重
い
者
）
に
比
べ
て
、
本
犯
行
爲
自
髄
に
は
何
ら
關
與
し
な
か
つ
た
箪
純
な
駐
物
犯
の
方
が
却
つ
て
刑

が
加
重
さ
れ
る
と
い
う
刑
の
不
均
衡
を
生
ず
る
（
こ
の
不
身
衡
は
軍
純
横
領
の
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
最
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
）
。
わ
が
刑
法
二
五
六
條
の

二
項
は
、
法
定
刑
も
重
く
、
又
罰
金
刑
が
併
科
さ
れ
る
刑
法
典
上
の
唯
一
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
谷
口
到
事
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
谷
口

判
事
．
前
掲
誌
八
五
頁
）
蹉
物
罪
が
「
利
盆
を
件
う
こ
と
か
ら
反
覆
糧
績
さ
れ
、
螢
業
化
」
し
、
財
産
犯
を
助
長
誘
穫
す
る
危
険
が
大
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
た
め
と
解
さ
れ
る
が
、
具
艦
的
に
は
、
二
項
所
定
の
行
爲
に
該
當
す
る
行
爲
で
あ
つ
て
も
、
軍
に
本
犯
者
の
盧
分
行
爲
を
援
助
す
る
に

止
ま
り
、
叉
は
、
自
ら
は
利
盆
を
得
な
い
で
專
ら
本
犯
の
利
盆
の
た
め
に
の
み
爲
さ
れ
た
場
合
も
あ
り
得
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
『
暦
刑
の
不

均
衡
が
不
條
理
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
駐
物
罪
の
規
定
が
一
方
で
は
獅
立
の
利
慾
犯
的
な
性
格
を
重
覗
し
て
法
定
刑
を
重
く
し
て
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（
八
二
八
）

お
ぎ
乍
ら
、
他
方
で
は
物
的
庇
護
罪
の
要
素
を
す
て
き
れ
な
か
つ
た
こ
と
等
立
法
上
の
間
題
に
つ
な
が
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
叉
、
駐
物
罪
の
獅
立
性
を
張
調
す
る
と
、
右
と
は
反
封
に
、
本
犯
の
共
犯
者
の
み
で
は
な
く
正
犯
者
も
亦
駐
物
犯
た
り
得
る
と
し
な
け
れ
ば
理

論
的
に
一
貫
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
前
述
②
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
構
成
要
件
該
當
性
の
面
か
ら
破
綻
を
生
ず
る
。
鄙
ち
、
軍

濁
正
犯
者
は
駐
物
罪
所
定
の
行
爲
中
運
搬
に
つ
い
て
だ
け
は
、
費
却
、
質
入
れ
等
の
庭
分
行
爲
の
前
段
階
的
行
爲
と
し
て
自
ら
爲
し
得
る
が
、
す

で
に
自
己
の
所
持
す
る
駐
物
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
牧
受
、
寄
藏
、
故
買
、
牙
保
」
す
る
事
は
文
理
解
繹
上
詐
さ
れ
な
い
。
共
同
正
犯
者
の
場
合
は

そ
の
中
の
一
人
は
他
の
共
同
者
の
所
持
す
る
駐
物
、
又
は
他
の
共
同
者
の
分
け
前
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
牧
受
、
寄
藏
、
故
買
、
牙
保
」
等
駐
物
罪

所
定
の
行
爲
を
犯
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
本
犯
の
正
犯
者
に
つ
い
て
賠
物
罪
の
成
立
し
得
る
機
會
と
範
園
は
極
め
て
限
定
さ
れ
、
叉
同

じ
共
同
正
犯
者
中
一
部
の
者
に
つ
い
て
は
本
犯
の
み
の
、
他
の
一
部
の
者
に
つ
い
て
は
本
犯
の
他
に
駐
物
罪
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
不
當
で
あ
る
。

　
以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
前
述
の
三
つ
の
可
能
な
見
解
の
中
②
及
び
⑧
が
現
實
に
探
用
可
能
と
し
て
残
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
何

れ
を
も
つ
て
正
當
と
す
る
か
は
、
純
理
論
的
な
も
の
に
重
貼
を
お
く
か
、
實
定
法
の
解
縄
、
適
用
上
の
妥
當
性
と
い
5
こ
と
に
重
黙
を
お
く
か
に

よ
つ
て
異
る
で
あ
ろ
う
。

　
a
　
次
に
、
通
読
、
剣
例
の
よ
う
に
本
犯
の
共
犯
者
に
つ
い
て
爾
罪
の
成
立
を
認
め
た
場
合
、
そ
れ
が
い
か
な
る
關
係
で
成
立
す
る
か
が
問
題

と
な
る
。
到
例
は
、
駐
物
罪
が
概
念
上
本
犯
の
既
途
を
前
提
と
し
、
一
方
共
犯
は
正
犯
の
構
成
要
件
の
實
現
と
共
に
完
了
す
る
と
い
う
時
間
的
序

列
が
あ
り
し
か
も
そ
の
雨
行
爲
が
獅
立
な
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
を
根
擦
と
し
て
併
合
罪
を
以
つ
て
論
ず
べ
き
も
の
と
し
、
學
読
は
分
れ
て
い

る
。
駐
物
罪
の
凋
立
性
を
彊
調
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
爾
者
は
そ
れ
ぞ
れ
凋
立
別
個
の
犯
罪
で
あ
り
、
罪
質
を
異
に
し
、
し
か
も
時
間
的
順
序

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
と
併
合
罪
を
も
つ
て
論
ず
る
こ
と
と
な
り
、
刑
事
學
的
若
し
く
は
犯
罪
肚
會
學
的
な
犯
罪
類
型
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す

る
と
牽
蓮
犯
乃
至
は
包
括
一
罪
を
も
つ
て
論
ず
る
こ
と
に
も
な
る
。
例
え
ば
、
牧
野
博
士
は
「
軍
純
な
る
窃
盗
罪
の
一
罪
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

其
の
故
買
行
爲
は
實
質
上
刑
法
第
二
五
六
條
第
二
項
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
叉
其
の
趣
旨
を
遺
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
印
ち
此
の



意
昧
暴
て
本
件
暴
て
懸
役
刑
の
牲
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
奮
來
る
意
ふ
」
（
鰯
議
罎
遊
、
一
）
と
さ
れ
、
宮
本
博
士
は
「
駐
物
罪
は
前

犯
と
同
一
の
被
害
者
に
封
す
る
領
得
罪
で
あ
る
か
ら
、
盗
取
罪
叉
は
騙
取
罪
に
於
て
、
そ
の
共
同
正
犯
の
一
人
叉
は
教
唆
犯
若
く
は
從
犯
が
、
他

の
共
同
正
墾
歪
犯
の
領
得
し
薩
箆
つ
い
て
本
罪
を
犯
し
た
と
毘
は
葎
競
合
（
饗
關
係
）
と
し
て
重
毘
從
う
」
（
璽
輪
」
）
義

き
、
泉
二
博
士
は
「
強
霧
盗
等
ノ
本
犯
ヲ
教
唆
叉
ハ
封
巾
助
シ
タ
ル
者
力
、
其
駐
物
ヲ
取
得
ス
ル
ハ
、
畢
寛
同
一
被
害
者
二
封
シ
第
一
次
及
ヒ
第
二

次
ノ
馨
ヲ
加
ウ
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ
、
之
ヲ
包
括
的
二
饗
董
キ
ニ
從
テ
寡
ス
ル
ヲ
正
當
ナ
リ
ト
奇
シ
」
（
鰭
輔
蝦
蓮
鷺
と

論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
黙
に
關
し
て
ド
イ
ッ
で
は
、
最
初
か
ら
駐
物
罪
を
犯
す
意
圖
で
窃
盗
を
教
唆
、
叉
は
封
巾
助
し
た
時
は
想
像
競
合
（
智
Φ
毘
，

ざ
鼻
弩
お
目
）
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
時
は
實
艦
的
競
合
（
寄
巴
ざ
β
ざ
昌
Φ
冒
併
合
罪
）
ど
す
る
の
が
到
例
で
あ
る
が
、
メ
ツ
ガ
ー
は
行
爲
の
全

過
程
を
全
艦
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
中
で
虚
罰
の
最
も
重
い
犯
罪
的
反
贋
値
に
基
づ
い
て
ー
つ
ま
り
實
艦
的
競
合
（
併
合
罪
）
と
い
う
こ
と
を

否
定
し
て
ド
イ
ッ
刑
法
七
三
條
の
お
ゆ
る
簾
競
倉
し
て
露
す
べ
き
だ
と
論
い
て
い
ゑ
賂
．
露
鱒
．
罪
臨
．
羅
．
。
・
－
乱
Φ
．
。
」
。

こ
の
想
像
競
合
論
は
わ
れ
わ
れ
に
は
一
見
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
ド
イ
ッ
の
解
繹
論
を
検
討
す
る
に
は
、
當
然
に
ド
イ
ッ
の
實
定
法
が
前

提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
わ
が
現
行
刑
法
が
駐
物
罪
の
刑
を
窃
盗
そ
の
他
本
犯
の
刑
よ
り
も
原
則
と
し
て
重
い
（
彊
盗
の
場

合
の
み
は
例
外
）
の
に
勤
し
て
ド
イ
ッ
刑
法
に
お
い
て
は
駐
物
罪
の
刑
は
輩
純
窃
盗
罪
と
相
等
し
い
。
し
か
も
わ
が
刑
法
五
四
條
一
項
後
段
に
規
定

す
る
よ
う
な
牽
蓮
犯
の
規
定
は
見
當
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
わ
が
刑
法
が
駐
物
罪
の
刑
を
窃
盗
罪
等
の
刑
よ
り
も
加
重
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に

盗
犯
等
の
本
犯
を
蓄
助
、
誘
穫
す
る
性
格
を
お
り
こ
ん
で
い
る
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
こ
の
黙
を
重
硯
す
る
な
ら
ば
、
本
犯
の
教
唆
者
叉
は

蓄
助
者
が
腔
物
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
牽
連
犯
叉
は
想
像
競
合
と
い
う
庭
断
上
の
↓
罪
で
は
な
く
し
て
包
括
『
罪
と
し
て
、
つ
ま
り
駐
物
罪
と
し

て
虚
断
さ
れ
る
、
と
い
5
結
論
に
な
る
。
こ
れ
を
到
例
と
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
窃
盗
封
巾
助
者
が
更
に
正
犯
者
と
共
同
し
て
駐
物
を
運
搬
し
た
と

い
う
場
合
、
到
例
に
よ
れ
ば
窃
盗
蓄
助
罪
（
五
年
以
下
の
懲
役
）
と
駐
物
運
搬
罪
（
＋
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
萬
圓
以
下
の
罰
金
）
と
の
併
合
罪
（
從
っ
て

刑
法
四
七
條
に
よ
り
＋
五
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
萬
圓
以
下
の
罰
金
）
と
な
り
、
他
方
、
窃
取
し
た
物
を
蓮
搬
し
た
窃
盗
犯
人
（
窃
盗
後
の
浬
搬
行
爲
は
不
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可
罰
的
事
後
行
爲
と
し
て
虎
罰
さ
れ
な
い
）
は
十
年
以
下
の
懲
役
刑
に
止
ま
る
か
ら
、
そ
の
刑
の
均
衡
を
失
す
る
の
に
比
べ
て
、
や
や
姜
當
な
結
論
と

な
る
。
し
か
し
駐
物
罪
が
本
犯
の
蓄
助
的
、
誘
震
的
性
格
を
規
定
の
中
に
す
で
に
お
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
す
ぎ
て
常
に
本
犯
の
教
唆
及

び
封
巾
助
者
に
つ
い
て
駐
物
罪
一
罪
の
成
立
を
も
つ
て
論
ず
べ
し
と
す
る
事
は
安
営
で
は
な
い
。
そ
の
事
は
本
犯
が
彊
盗
叉
は
強
盗
致
死
傷
で
あ
つ

た
場
合
を
想
定
す
る
事
に
よ
つ
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
併
合
罪
の
安
當
で
な
い
事
は
今
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
包
括
一

罪
と
解
し
て
、
常
に
よ
り
重
い
一
罪
が
成
立
す
る
と
解
す
る
事
と
、
想
像
競
合
又
は
牽
連
犯
と
見
る
事
と
は
、
結
果
的
に
は
同
一
に
齢
着
す
る

が
、
現
實
に
犯
人
は
窃
盗
の
前
科
の
つ
く
の
を
恐
れ
て
、
む
し
ろ
駐
物
犯
と
さ
れ
る
事
を
歓
迎
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
駐
物
罪
の

み
で
虚
断
す
る
こ
と
は
多
分
に
疑
問
で
あ
る
。
又
本
犯
を
教
唆
、
蓄
助
す
る
行
爲
と
駐
物
犯
の
行
爲
と
は
同
時
的
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か

ら
こ
れ
を
一
所
爲
轍
法
の
想
像
競
合
と
解
す
る
こ
と
は
不
當
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
尤
も
ド
イ
ッ
に
は
わ
が
刑
法
に
お
け
る
牽
連
犯
の

よ
う
な
規
定
が
な
い
こ
と
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
）
。
こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
や
は
り
牽
蓮
犯
と
解
す
る
の
が
適
當
と
見
ら
れ
る
。

　
さ
て
か
な
り
紙
数
を
費
し
た
が
、
以
上
の
諸
考
察
を
前
提
と
し
て
本
件
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。

　
具
髄
的
事
案
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
窃
盗
の
關
與
者
が
窃
盗
共
犯
な
の
か
そ
れ
と
も
鮭
物
犯
な
の
か
認
定
の
困
難
な
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ

る
が
、
本
誌
剣
例
研
究
に
お
い
て
刑
法
に
關
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
第
一
例
（
法
璽
一
二
巻
一
一
號
、
宮
崎
教
授
評
繹
）
は
窃
盗
蓄
助
で
は
な
く
駐
物

罪
の
み
の
成
立
を
認
め
た
の
に
封
し
、
本
件
は
反
封
に
駐
物
牙
保
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
、
窃
盗
封
巾
助
罪
に
あ
た
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
事
實
は
原
審
の
認
定
し
た
と
こ
ろ
と
控
訴
審
の
認
定
と
は
多
少
異
る
が
、
被
告
人
が
盗
品
た
る
杉
材
の
費
却
の
周
旋
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
情
を

知
り
な
が
ら
薪
炭
商
（
買
手
C
）
へ
費
却
を
斡
旋
し
た
の
は
、
本
犯
X
が
窃
取
行
爲
を
爲
す
二
、
三
日
前
で
あ
る
。
つ
ま
り
X
は
杉
材
の
費
却
先

の
メ
ド
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
搬
出
行
爲
に
出
た
わ
け
で
あ
る
。
筆
者
の
見
た
範
園
で
は
事
實
は
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
窃
盗

の
既
途
の
時
期
も
問
題
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
犯
X
が
被
告
人
に
費
却
周
旋
を
依
頼
し
た
當
時
は
、
X
は
ま
だ
窃
取
に
手
頃
な
杉
材

に
目
ぼ
し
を
つ
け
て
い
た
程
度
で
あ
つ
た
も
の
と
解
し
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
駐
物
罪
が
成
立
す
る
爲
に
は
、
そ
の
實
行
行
爲
に
先
だ
つ
て
駐
物



が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
本
犯
が
既
途
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
事
は
、
學
論
到
例
と
も
に
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

か
ら
、
被
告
人
の
右
の
行
爲
が
そ
れ
だ
け
で
駐
物
牙
保
の
實
行
行
爲
に
當
ら
な
い
こ
と
は
原
審
並
び
に
本
審
の
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
又
、
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
本
犯
が
杉
材
搬
出
後
（
窃
盗
既
途
後
）
y
騨
で
被
告
人
立
會
の
下
に
検
牧
、
買
受
人
C
に
引
渡
し
た
こ
と
に
な

つ
て
い
る
が
、
駐
物
の
検
牧
、
引
渡
の
立
會
そ
れ
だ
け
で
牙
保
行
爲
に
當
る
と
云
え
な
い
こ
と
も
剣
旨
の
通
り
で
あ
る
。
叉
、
本
犯
の
實
行
行
爲

以
前
に
當
該
物
が
駐
物
と
し
て
本
犯
の
支
配
内
に
入
る
こ
と
を
豫
定
し
て
該
物
品
の
費
却
の
周
旋
を
承
諾
す
る
こ
と
は
、
こ
と
に
本
件
の
様
に
木

材
と
云
う
簡
軍
に
庭
分
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
本
犯
の
誘
獲
的
、
封
巾
助
的
作
用
を
果
す
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
實
で
あ
る
。
X
に
し
て
み
れ

ば
、
も
し
費
却
周
旋
を
引
き
受
け
る
者
が
い
な
け
れ
ば
或
い
は
杉
材
の
窃
取
を
断
念
す
る
に
至
つ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

被
告
人
Y
に
つ
き
窃
盗
の
蓄
助
を
認
め
た
事
は
正
當
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
輩
に
窃
盗
籍
助
に
止

ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
窃
盗
封
巾
助
罪
の
他
に
更
に
駐
物
牙
保
罪
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
先
に
も
見
た
様
に
、

駐
物
牙
保
罪
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周
旋
に
よ
る
契
約
は
不
成
立
に
終
つ
て
も
、
媒
介
、
周
旋
の
行
爲
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
と

す
る
の
が
到
例
で
あ
る
。
叉
、
駐
物
犯
人
に
お
い
て
現
實
に
駐
物
を
占
有
し
て
い
る
事
は
必
要
で
な
く
、
そ
の
周
旋
の
結
果
本
犯
と
駐
物
引
受
人

あ
間
鏡
冨
物
の
授
蒙
行
わ
れ
た
專
充
分
と
す
る
（
墾
輸
醜
V
奮
ば
、
む
し
ろ
一
歩
蓬
め
て
、
霧
牙
保
謬
お
い
て
は
、
駐

物
犯
人
の
周
旋
の
結
果
、
本
犯
そ
の
他
駐
物
の
占
有
者
と
駐
物
買
受
人
と
の
間
に
現
實
に
物
の
授
受
が
行
わ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え
周
旋
行
爲

の
當
時
は
、
客
髄
は
未
だ
駐
物
性
を
も
た
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
駐
物
牙
保
罪
の
成
立
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
蹉
物
罪
一

般
に
つ
い
て
は
、
そ
の
實
行
行
爲
に
先
だ
つ
て
駐
物
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
駐
物
牙
保
罪
に
お
い
て
、
犯
人
が
駐
物
の

占
有
を
な
す
こ
と
な
く
、
た
だ
犯
人
の
媒
介
、
周
旋
の
結
果
、
直
接
本
犯
者
等
か
ら
駐
物
買
受
人
に
謝
し
て
授
受
が
爲
さ
れ
た
場
合
に
は
、
犯
人

が
行
爲
の
當
時
、
す
で
に
取
引
さ
れ
る
物
の
駐
物
と
な
る
べ
き
事
情
を
知
つ
て
お
り
（
知
情
）
、
か
つ
、
彼
の
周
旋
行
爲
の
結
果
、
事
後
に
お
い
て

現
實
に
駐
物
性
を
取
得
し
た
物
の
授
受
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
爲
を
包
括
的
に
見
て
賠
物
牙
保
罪
の
成
立
あ
り
と
し
て
い
い
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
周
旋
行
爲
の
後
に
、
本
犯
行
爲
が
失
敗
に
終
り
、
叉
は
本
犯
の
翻
意
に
よ
つ
て
、
客
鐙
が
駐
物
た
り
得
な
く
な

つ
た
場
合
は
當
然
に
現
實
の
授
受
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
駐
物
牙
保
罪
は
成
立
し
な
い
（
貯
物
罪
に
は
未
途
罪
の
規
定
が
な
い
か
ら
）
。
要
す

る
に
こ
の
様
な
場
合
に
限
つ
て
物
の
駐
物
性
は
行
爲
の
時
で
は
な
く
て
現
實
に
授
受
の
時
を
標
準
と
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
強
ち
不
可
能
で

は
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
知
情
の
時
を
行
爲
時
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
被
告
人
に
と
つ
て
も
格
別
不
利
猛
を
與
え
る
事
に

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
駐
物
罪
の
本
質
を
「
所
有
者
の
物
の
追
求
椹
の
實
行
を
困
難
な
ら
し
め
る
」
と
解
す
る
通
読
の
立
場
に
立
つ
て
も
、

本
犯
の
蓄
助
的
、
誘
襲
的
性
質
を
張
調
す
る
立
場
か
ら
見
て
も
、
到
例
の
よ
う
に
契
約
不
成
立
の
場
合
す
ら
牙
保
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
よ
り

も
一
暦
駐
物
を
軽
韓
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
黙
で
、
虜
罰
の
安
當
性
が
根
擦
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
叉
一
歩
を
譲
つ
て
も
し
右
の

論
理
が
一
般
的
に
肯
定
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
本
件
の
様
な
場
合
に
は
窃
取
後
の
杉
材
の
検
牧
・
引
渡
の
立
禽
が
窃
取
前
の
斡

旋
行
爲
と
相
侯
つ
て
斡
旋
の
た
め
の
一
蓮
の
事
實
行
爲
と
す
る
こ
と
も
そ
れ
程
困
難
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
も
し
右
の
論
理
が
肯

定
さ
れ
る
と
、
剣
例
は
か
ね
て
本
犯
の
共
犯
と
駐
物
罪
と
の
雨
者
に
つ
ぎ
併
合
罪
の
立
場
を
固
執
す
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
具
鰐

的
に
見
て
刑
が
重
す
ぎ
る
結
果
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
黙
ま
で
も
考
慮
し
て
こ
の
到
決
に
至
つ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
そ
の
爲
の
結

論
の
不
當
さ
は
む
し
ろ
從
來
學
読
の
説
く
よ
う
に
爾
者
を
刑
事
學
的
－
犯
罪
學
的
見
地
か
ら
牽
蓮
犯
と
解
す
る
こ
と
に
態
度
を
改
め
る
こ
と
に
よ

つ
て
容
易
に
さ
け
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
次
第
で
、
本
到
決
は
大
審
院
の
先
例
を
當
然
の
よ
う
に
踏
襲
し
た
も
の
な
が
ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
種
々
の
疑
義
が
あ
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
本
件
は
も
と
も
と
駐
物
牙
保
事
件
と
し
て
係
属
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
審
で
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
窃
盗
封
巾
助
の
訴
因
罰
條

の
豫
備
的
追
加
を
詐
可
し
て
前
記
の
よ
う
な
事
實
認
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
審
に
於
い
て
無
罪
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
訴
因
と
も
關
係
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
が
詳
細
は
手
許
の
資
料
か
ら
は
到
断
で
き
な
い
し
、
す
で
に
紙
藪
も
は
る
か
に
制
限
を
超
え
た
の
で
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。



た
だ
本
審
の
到
決
中
で
と
く
に
注
目
を
ひ
い
た
の
は
「
本
件
の
起
訴
に
か
か
る
公
訴
事
實
た
る
訴
因
云
み
、
」
と
い
う
言
葉
で
、

け
の
表
現
か
ら
は
公
訴
事
實
H
訴
因
と
解
さ
れ
て
も
致
し
方
な
く
、
誤
解
を
招
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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